
市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、7
月
19
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。分
析
結
果
は
8
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

新
シ
ョ
ウ
ガ

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

●
中
干
し

　

７
月
上
旬
頃
か
ら
『
中
干
し
』
の
時
期
で
す
。

倒
伏
さ
せ
ず
、
目
標
茎
数
を
確
保
し
て
、
良
品

質
の
米
を
生
産
す
る
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

《
中
干
し
の
効
果
》

・
茎
数
が
過
剰
に
増
え
る
の
を
防
ぐ
。

・
株
元
を
硬
く
し
倒
伏
を
防
ぐ
。

・
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
し
根
腐
れ
を
防
止
す

る
。

・
田
面
を
硬
く
し
収
穫
作
業
を
容
易
に
す
る
。

な
ど
、
丈
夫
な
稲
作
り
や
収
穫
作
業
の
能
率
向

上
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。

《
中
干
し
を
始
め
る
目
安
》

　

１
株
あ
た
り
の
茎
数
が
20
本
程
度
に
な
っ
た

頃
で
、
田
植
え
か
ら
約
30
〜
40
日
後
か
ら
始

め
、
田
面
に
軽
く
ヒ
ビ
が
入
る
ま
で
行
い
ま

す
。
な
お
、
水
稲
の
生
育
や
水
田
の
特
性
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
強
弱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◇
茎
数
が
多
い
、
葉
色
が
濃
い
、
排
水
の
悪
い

水
田
、
粘
土
質
の
水
田
で
は
土
面
に
１
〜
２
㎝

の
ヒ
ビ
が
入
る
ま
で
強
め
に
干
し
ま
す
。

◇
茎
数
が
少
な
い
、
葉
色
が
薄
い
、
水
保
ち
の

悪
い
水
田
、
砂
質
土
の
水
田
で
は
土
面
に
細
か

い
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
と
し
ま
す
。

《
中
干
し
以
降
の
水
管
理
》

　

中
干
し
後
、
急
激
に
湛
水
状
態
に
す
る
と
根

傷
み
し
ま
す
の
で
、
走
り
水
を
入
れ
て
水
に
慣

ら
し
て
か
ら
本
格
的
に
入
水
し
ま
す
。

◎
幼
穂
形
成
期
〜
出
穂
期
に
か
け
て
の
水
管
理

　

こ
の
時
期
は
、
稲
に
と
っ
て
最
も
水
が
必
要

な
時
期
で
す
。
幼
穂
形
成
期
〜
穂
ば
ら
み
期
は

間
断
か
ん
が
い
を
行
い
、
出
穂
期
は
水
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
穂
肥

　

７
月
中
旬
頃
よ
り
早
生
品
種
か
ら
施
用
し
ま

す
。
施
用
日
の
基
準
は
栽
培
指
針
を
参
考
に
、

品
種
、
葉
色
を
見
な
が
ら
増
減
し
て
く
だ
さ

い
。

水
　
稲

ピ
ー
マ
ン

日 月 火 木 金 土
7月

水

12
5

19
2621

7

28

14
11
18
25

4
9
16

30
23

2

31
24
17
10
3

15
海の日

13
20
27

6
8

29
22

1

日 月 火 木 金 土
8月

7
14
21
28

水

8
15
22
29

1
6
13
20
27

17
10
3

24

2
9
16
23
30 31

12

19
26

5
振替休日

11

18
25

4
山の日

●
除
草

《
と
り
こ
ぼ
し
雑
草
対
策
》

　

次
の
い
ず
れ
か
の
薬
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ン
パ
ン
チ
１
キ
ロ(

粒) 　

１
㎏
／
10
ａ

〔
移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
3.5
葉
期
・
但
し
、

収
穫
60
日
前
ま
で
／
１
回
〕
＊
湛
水
散
布

・
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ(

液) 　

薬
量
1000
㎖

／
希
釈
水
量
70
〜
100
ℓ
〔
移
植
後
15
日
〜
ノ

ビ
エ
５
葉
期
・
但
し
、
収
穫
50
日
前
ま
で
／

２
回
〕
＊
落
水
散
布

●
収
穫

　

新
シ
ョ
ウ
ガ
は
鮮
度
が
重
要
で
す
。
収
穫
し
た

シ
ョ
ウ
ガ
を
畑
で
乾
燥
さ
せ
す
ぎ
る
と
、
汚
れ
が

落
ち
に
く
く
な
り
品
質
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

収
穫
後
は
布
な
ど
で
覆
う
か
、
散
水
し
て
早
め
に

水
洗
い
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
換
気
と
灌
水

　

通
風
が
悪
く
湿
度
が
上
昇
す
る
と
紋
枯
病
が

発
生
し
や
す
く
な
り
、
塊
茎
が
変
色
し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
の
サ
イ
ド
を
開
け
た
り
、
ス
ソ
張
り
ビ

ニ
ー
ル
を
取
り
除
い
た
り
し
て
、
大
幅
に
換
気

し
ま
し
ょ
う
。
換
気
量
が
増
加
す
る
と
今
ま
で

以
上
に
乾
き
や
す
い
の
で
、
灌
水
量
を
増
や

し
、
乾
燥
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ(

10
月
頃
ま
で
発
生)

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ(

溶) 　

1500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

・
ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
７
日
／

３
回
〕

◎
紋
枯
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液
５) 　

800
倍
〔
14
日
／
４

回
〕

・
モ
ン
カ
ッ
ト(

フ
40) 　

2000
倍
〔
３
日
／
５

回
〕

◎
根
茎
腐
敗
病

　

根
茎
腐
敗
病
が
発
生
し
た
ら
被
害
株
を
早
め

に
除
去
し
、
必
ず
薬
剤
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
粒
） 

18
㎏
／
10
ａ
〔
30
日

／
３
回
〕

・
ラ
ン
マ
ン(

フ) 　

500
〜
1000
倍(

２
〜
３
ℓ
／

㎡
土
壌
灌
注)

〔
30
日
／
３
回
〕

　
通
路
を
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
さ
せ
な
い
で
！

●
尻
腐
れ
果
、
日
焼
け
果

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
尻
腐
れ
果
、
日
焼
け
果

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

尻
腐
れ
果
は
、
①
地
温
が
高
い
、
②
通
路
が

乾
燥
す
る
、
③
チ
ッ
ソ
過
多
に
よ
り
石
灰
分
が

果
実
で
吸
収
さ
れ
な
い
。
ま
た
は
、
根
傷
み
も

原
因
の
１
つ
で
す
。
対
策
と
し
て
通
路
を
カ
ラ

カ
ラ
に
乾
燥
さ
せ
な
い
で
、
散
水
し
て
土
壌
全

面
に
水
が
し
み
込
む
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

石
灰
分
の
補
給
に
葉
面
散
布
剤
と
し
て
Ca
液
肥

500
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
焼
け
果
は
、
曇
雨
天
が
続
い
た
後
の
晴
天

時
に
発
生
し
ま
す
。
防
止
に
は
、
根
が
水
分
を

十
分
吸
収
で
き
る
よ
う
通
路
へ
の
散
水
が
必
要

で
す
。

●
整
枝

　

各
主
枝
の
生
育
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
混

み
合
う
部
分
の
小
枝
や
徒
長
枝
を
整
枝
す
る

と
、
ふ
と
こ
ろ
ま
で
日
光
が
よ
く
当
た
り
、
通

風
も
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
時
に

薬
剤
が
十
分
樹
に
か
か
り
防
除
効
果
も
上
が
り

ま
す
。
少
々
強
い
整
枝
で
も
減
収
し
ま
せ
ん
。

●
播
種

　

播
種
は
、
128
穴
プ
ラ
グ
ト
レ
ー
に
、
1
穴
あ

た
り
10
粒
程
度
播
種
し
ま
す
。
病
害
防
止
の
た

め
、
ト
レ
ー
は
直
接
土
の
上
に
並
べ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ギ
の
発
芽
適
温
は
20
〜
25
℃
で
す
の
で
、

高
温
に
な
る
場
合
は
必
ず
遮
光
な
ど
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

（
定
植
前
日
〜
定
植
時
）

・
ス
タ
ー
ク
ル
（
顆
）　

50
倍
（
0.5
ℓ
／
ト

青
ネ
ギ

レ
ー
へ
潅
注
）
〔
1
回
〕

（
本
田
防
除
）

・
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
（
顆
）　

2500
〜
5000
倍
〔
3
日

／
3
回
〕

●
収
穫

　

抽
苔
の
発
生
や
腐
り
な
ど
の
問
題
を
回
避
す

る
た
め
に
も
適
期
収
穫
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

７
月
上
旬
以
降
の
収
穫
は
、
長
日
・
高
温
に
よ

る
抽
苔
の
発
生
や
、
梅
雨
時
期
の
大
雨
に
よ
る

腐
り
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
軟
腐
病

　

細
菌
性
の
病
害
で
、
高
温
・
多
湿
条
件
下
で

発
生
し
ま
す
。
被
害
株(

葉
や
根)

は
圃
場
外
に

持
ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
次
作
に

向
け
て
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
を
含
む
土
壌
消
毒
剤

(

ク
ロ
ピ
ク
80
、
ソ
イ
リ
ー
ン
、
ダ
ブ
ル
ス

ト
ッ
パ
ー)

を
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ニ
ン
ジ
ン

●
追
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
068(

40
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
Ｂ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
野
菜
君(

60
㎏
／
10
ａ)

＊
時
期
や
量
は
、
株
の
生
育
や
気
象
、
土
壌
条

件
に
よ
り
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ハ
ダ
ニ
類

　

高
温
・
乾
燥
に
よ
り
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
初
期
防
除
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
抵
抗

性
を
つ
け
な
い
よ
う
、
必
ず
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

・
サ
ン
マ
イ
ト(

フ) 　

1000
〜
1500
倍
〔
前
日
／
２

回
〕

・
コ
テ
ツ(

フ) 　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
播
種

　

生
育
を
揃
え
る
た
め
に
播
種
前
に
ム
ラ
の
な

い
よ
う
灌
水
し
、
覆
土
は
で
き
る
だ
け
薄
く
し

ま
す
。
ま
た
、
夏
期
高
温
期
の
播
種
は
、
発
芽

不
良
や
苗
立
枯
病
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、
播

種
後
、
土
壌
表
層
に
卵
殻
エ
ー
ス
を
施
用
し
ま

し
ょ
う
。
土
壌
表
層
の
温
度
を
下
げ
、
石
灰
の

補
給
に
も
な
り
ま
す
。

●
灌
水

　

播
種
後
は
十
分
に
灌
水
し
、
発
芽
ま
で
は
乾

燥
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
収
穫
前
７

〜
10
日
の
灌
水
は
ズ
ル
ケ
の
発
生
を
助
長
す
る

た
め
、
灌
水
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

ト
ウ
ガ
ン

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
砂
地
）

0809



モ
モ

　

早
生
品
種
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
熟
度
の

進
行
に
注
意
し
、
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
除
袋

　

収
穫
の
５
〜
10
日
前
に
行
い
ま
す
。
果
頂
部

と
縫
合
線
部
を
除
き
、
果
皮
色
が
白
っ
ぽ
く
な

る
頃
が
目
安
で
す
。
除
袋
以
後
、
曇
雨
天
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
除
袋
を
２
〜
３

日
早
め
て
着
色
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
反
射
マ
ル
チ
の
敷
設

　

樹
の
内
部
や
下
枝
の
果
実
の
着
色
向
上
を
目

的
に
、
除
袋
２
〜
３
日
後
、
果
実
の
先
端
が
少

し
着
色
し
始
め
た
頃
に
敷
設
し
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
収
穫
前

◎
灰
星
病

・
ベ
ル
ク
ー
ト(
水) 　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
モ
モ

ナ
ハ
モ
グ
リ
ガ

・
ロ
デ
ィ
ー(

水) 　

1000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ダ
ニ
ト
ロ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　

2000
倍
〔
７
日
／

１
回
〕

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５　

500
倍
〔
７
日
／
４

回
〕

▽
7
月
上
旬
〜
中
旬　

※

中
・
晩
生
種

◎
灰
星
病
・
黒
星
病

・
オ
ー
シ
ャ
イ
ン(

水) 　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン(

水
34) 　

1000
倍
〔
前
日
／
４

回
〕

ミ
カ
ン

●
播
種

　

本
葉
１
〜
２
枚
ま
で
に
乾
燥
す
る
と
、
生
育

不
良
や
不
揃
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
播

種
前
に
ム
ラ
の
な
い
よ
う
灌
水
し
、
覆
土
は
で

き
る
だ
け
薄
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夏
期
栽
培
で
は
高
温
で
葉
縁
が
裏
側
に
巻
く

カ
ッ
ピ
ン
グ
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
換
気
と

40
％
程
度
の
遮
光
資
材
で
遮
光
し
ま
し
ょ
う
。

●
灌
水

　

灌
水
は
午
前
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
夕
方
や

曇
天
時
の
灌
水
は
軟
弱
徒
長
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
収
穫
前
７
〜
10
日
は
灌
水
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

収
穫
作
業
も
終
盤
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
後

は
、
お
礼
肥
の
施
用
・
灌
水
を
行
い
ま
す
。

●
お
礼
肥

　

果
実
生
産
に
消
耗
し
た
樹
体
栄
養
の
回
復
を

図
る
た
め
、
Ｌ
型
化
成
488(

40
㎏
／
10
ａ)

を
施

肥
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　

ウ
メ
は
浅
根
性
な
の
で
、
高
温
乾
燥
に
影
響

を
受
け
や
す
く
、
土
壌
が
乾
燥
す
る
と
早
期
落

葉
を
招
き
翌
年
の
開
花
や
結
実
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
晴
天
日
が
7
〜
10
日
続
い
た
場
合

は
、
１
樹
あ
た
り
100
ℓ
程
度
灌
水
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　

600
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

●
灌
水

　

イ
チ
ジ
ク
は
乾
燥
に
弱
く
、
高
温
乾
燥
状
態

に
な
る
と
葉
が
し
お
れ
、
葉
焼
け
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
３
日
以
上
晴
天
が
続
く
場
合
は
、
灌

水
し
て
く
だ
さ
い
。

●
摘
芯

　

葉
や
新
梢
の
生
育
に
費
や
さ
れ
て
い
た
養
分

を
果
実
の
生
育
に
向
け
る
よ
う
摘
芯
し
ま
す
。

７
月
中
下
旬
で
葉
数
が
18
枚
以
上
の
頃
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
育
不
良
な
結
果
枝
に
つ

い
て
は
摘
芯
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
７
月
上
旬
（
梅
雨
明
け
後
）

◎
さ
び
病
・
そ
う
か
病

・
ト
リ
フ
ミ
ン
（
水
）　

2000
倍
〔
７
日
／
３

回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆) 　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

●
摘
果

　

傷
果
・
奇
形
果
・
小
玉
果
な
ど
を
摘
果
し

て
、
果
実
の
肥
大
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
７
月
中
旬　

※
富
有
柿

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水) 　

600
倍
〔
45
日
／
２

回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド(

水) 　

1500
倍
〔
30
日
／
３

回
〕

●
早
期
出
荷
対
策(

白
マ
ル
チ
の
場
合)

・
刀
根
は
７
月
下
旬
よ
り
敷
設

・
平
核
無
は
８
月
上
旬
よ
り
敷
設

　

７
月
は
生
理
落
下
が
終
了
し
ま
す
。
着
果
の

状
態
に
合
わ
せ
た
粗
摘
果
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
粗
摘
果

　

極
早
生
の
温
州
ミ
カ
ン
な
ど
、
着
果
の
多
い

樹
は
早
期
に
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
晩

柑
類
の
着
果
過
多
樹
や
生
理
落
下
が
少
な
い

「
は
る
み
」
に
お
い
て
も
早
期
摘
果
を
徹
底
し

初
期
肥
大
を
促
し
ま
す
。

●
灌
水

　

梅
雨
明
け
後
、
乾
燥
す
る
よ
う
な
場
合
は
灌

水
が
必
要
で
す
。
特
に
中
晩
柑
類
で
は
、
初
期

肥
大
の
確
保
や
酸
高
の
防
止
の
た
め
、
早
め
に

灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
、
果
実
が
日
中
柔

ら
か
く
朝
に
な
る
と
硬
く
な
っ
て
い
る
場
合
は

数
日
後
に
灌
水
が
必
要
で
、
朝
に
な
っ
て
も
柔

ら
か
い
場
合
は
早
急
に
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤

・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド　

200
倍

〔
７
日
／
５
回
〕

ま
た
は

・
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
ⅰ
Ｑ　

200
倍
〔
５
日
／
３

回
〕

●
熟
期
促
進

・
フ
ィ
ガ
ロ
ン(

乳) 　

3000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

＊
10
a
あ
た
り
300
ℓ

イ
チ
ジ
ク

ウ
メ

カ
キ

コ
マ
ツ
ナ（
砂
地
）

（畝の長さ１ｍあたり）
●肥料（元肥）…完熟堆肥 ７～8握り
　　　　　　　オリザ44号 大さじ3杯
　　　　　　　油粕  大さじ5杯
　中生・晩生は畝幅を広くしましょう。

　生育の後期に害虫が発生すると花蕾の中に入ってし
まうので多発しないように早めの防除を行いましょう。

畑の準備1

苗作り2

土寄せ、敷きわら5

害虫防除7

●コナガ・アオムシ
→農薬　アファーム乳剤　2000倍　
収穫3日前まで使用可能　使用回数　3回以内
●ヨトウムシ
→農薬　アクセルフロアブル　1000倍
収穫前日まで使用可能　使用回数　2回以内

元肥入れ3

中耕、追肥6

　茎は15㎝程度で葉
を２～３枚残して収
穫しましょう。

　株の周りに追肥を
行い、良い側花蕾を育
てます。

　大きさが3～5㎝程
度になったものから
手やハサミで収穫し
ましょう。

収穫8

　前作が終わり次第、早めに苦土石灰を少量まき、20㎝
程度の深さに耕します。

　128穴のセルトレーに
専用の培土を入れ、1穴に
１粒まきます。
　大きくしすぎると根が
密になり、後の生育が悪
くなるので、本葉3枚くら
いで畑に植えましょう。

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

9月 10月 11 月
上 中 下 上 中 下 上 中 下

8月 12月
上 中 下

1 月
上 中 下上 中 下

7月
上 中 下

8 86 62 3 4 5

7 7

種の必要量
２粒

準備から収穫までの目安
約 6ヶ月

肥料・農薬単位
畝40㎝×40㎝あたり

　株が風で倒れてしまわ
ないように株元に土を寄
せます。
　土寄せの後、乾燥防止
で株のまわりにわらを敷
き、畑が乾きすぎるなら
かん水しましょう。

イラスト／『家の光』2011 年 7月号「よくわかる家庭園芸」から引用

（１回目：１株あたり）
●肥料…オリザ44号　大さじ2杯
　植えつけから20日後
に畝の両側に肥料をばら
まき、軽く土を和らげな
がら畝の肩にあげていき
ます。
（２回目：１株あたり）
●肥料…オリザ44号
　大さじ2杯
　第１回追肥の15日～
20日後に同じ手順で行
います。

畑の準備11

種の必要量
２粒

準備から収穫までの目安
約 6ヶ月

肥料・農薬単位
畝40㎝×40㎝あたり

broccoli

ブロッコリー 1

植えつけ4
　深植えしてしまうと降雨の際、株元が多湿となり、病害
が発生しやすくなりますので株元が少し高くなるくらい
で植えつけます。
　植え終えたら株のまわりにしっかりかん水しましょ
う。

7月のアナタの運勢
～モナ・カサンドラ～ 1011
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